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　一人ロの動き一一

　　11月1日現在

男　　　5．958人
女　　　6．217人

計　　12．175人
世帯数　2．604世帯

一
一

、

＞
円
繋

螺ー
南

力
白

発行者
印刷所

ヲH西町役場

星名四郎
発行所
編集人

嚢

．
講
馨

阻
椰

撒
　
　
顯

　
　
椰
　
　
　
跡

　
撒
　
　
　
　
柵
　
轍

撒
雛
灘

（3日）上野小学校文化祭農産物品評会場

國
十
一
月
の
行
事

三
日
　
千
手
小
上
野
小
橘
小
中
赤
岩
小

　
　
　
川
西
中
学
校
文
化
祭

四
日
　
白
倉
錦
鯉
品
評
会

　
　
　
千
手
老
人
ク
ラ
ブ
打
合
せ
会

五
日

七六
日日

白
倉
小
中
学
校
文
化
祭

更
生
保
護
婦
人
会
役
員
会

橘
老
人
会

浪
曲
大
会
（
橘
・
藤
沢
）

八
日

九
日

＋
日

＋
一
日

＋
二
日

＋
四
日

二
＋
日

二
士
日

明
る
い
家
庭
づ
く
り
重
点
指
導
．

地
区
訪
問
指
導
会

国
年
委
員
会

農
業
委
員
会

講
演
会
仙
男
甕
は
が

　
、
　
　
　
　
き
売
出
し

　
4
脇
金
沢
道
路
完

　
工
式
　
講
演
会
（
川
西
中
）

町
議
会

家
庭
の
日

　
国
保
融
資
委
員
会
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Ω
県
税
・
個
人
事
業
税
　
．

　
第
二
期
分
の
納
期
限
は
十
一
月
三
十

日
で
す
。

　
納
付
書
は
十
五
日
ご
ろ
ま
で
に
お
手

許
に
と
ど
く
よ
う
手
配
し
ま
し
た
。
す

で
に
納
税
の
準
備
が
で
き
て
い
る
と
は

存
じ
ま
す
が
、
そ
ろ
っ
て
納
期
内
に
納

入
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
納
付
場
所
は
も
よ
け
の
銀
行
、
郵
便

局
ま
た
は
財
務
事
務
所
の
窓
口
で
（
十

日
町
財
務
事
務
所
）

窟
治
山
林
道
協
会
表
彰

　
十
月
十
七
日
津
南
町
で
行
な

わ
れ
た
中
魚
沼
治
山
林
道
協
会

総
会
の
席
上
、
町
関
係
で
次
の

か
た
が
表
彰
を
う
け
た
。

O
小
川
政
一
氏
（
故
入
）

　
　
　
前
の
産
業
課
長
で
、
永

　
　
鉦
治
山
林
道
事
業
に
つ
く

　
　
し
た
功
績
を
認
め
ら
れ
た

○
仁
田
部
落

任
度
新
潟
県
健
康
優
良
児
童
の
表
彰
で

管
内
で
は
上
野
小
学
校
の
星
名
ふ
く
み

さ
ん
が
郡
代
表
（
県
準
優
良
）
に
え
ら

ば
れ
た
．

幽
寄
生
虫
病
予
防
運
動

　
二
十
一
日
か
ら
三
＋
日
ま
で
の
十
日

間
に
わ
た
っ
て
全
国
的
に
実
施
し
ま
す

寄
生
虫
病
に
関
す
る
衛
生
思
想
の
普
及

と
予
防
態
勢
の
強
化
を
は
か
っ
て
、
今

後
の
対
策
を
強
力
に
推
進
し
よ
う
と
す

　
　
　
部
落
を
あ
げ
て
造
林
事
業
の
推

　
　
進
に
努
力
を
か
た
む
け
た
も
の
。

　
な
お
、
仁
田
の
小
幡
正
徳
さ
ん
も
十

一
月
九
日
六
日
町
で
ひ
ら
か
れ
た
魚
沼

地
方
造
林
推
進
大
会
で
部
落
有
林
の
造

林
推
進
に
努
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
っ
て

表
彰
を
う
け
た
。

囹
健
康
優
良
児
童

　
県
教
委
な
ど
の
主
催
に
よ
る
四
十
一

る
目
的
で
、
と
く
に
本
鉦
度
は

寄
生
率
の
高
い
農
山
村
等
の
へ

き
地
を
重
点
地
域
と
し
て
啓
発

検
便
、
駆
虫
等
を
実
施
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

園
火
の
用
心

　
二
十
六
日
か
ら
火
災
予
防
運

動
が
始
ま
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
で
も
十
分
対
策
を
ね

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
の
原
因
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
発
熱
量
が
大

き
＜
、
経
済
的
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
普

及
率
も
高
＜
、
し
た
が
っ
て
火
災
を
起

こ
す
率
が
急
激
に
ふ
え
て
い
ま
す
。
し

か
も
そ
の
使
い
方
を
よ
く
知
ら
ず
に
、

安
易
に
扱
っ
て
大
事
に
至
っ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
デ
、
す
。
そ

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
気
冷
、
凸
．
け
た
い

も
の
で
す
。
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町
議
会
報
告
ー

四
十
年
度
決
算
を
認
定

　
　
　
　
　
日
曜
配
達
廃
止
の
請
願
は
継
続

　
第
九
回
臨
時
町
議
会
は
十
月
二
十
八
日
に
招
集
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
度
一
般
特

別
各
会
計
決
算
認
定
の
ほ
か
、
専
決
処
分
報
告
、
四
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
の

補
正
等
が
上
程
議
決
さ
れ
た
。

　
な
お
、
請
願
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
中
の
三
件
に
つ
い
て
付
託
さ
れ
て
い
た

常
任
委
員
会
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
う
ち
二
件
は
採
択
さ
れ
た
が
全
逓

労
組
町
分
会
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
郵
便
日
曜
配
達
廃
止
に
関
す
る
請
願
」
は

総
文
委
員
会
の
報
告
に
基
づ
き
当
分
の
間
継
続
審
査
と
し
て
世
論
の
動
向
を
見
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
他
、
新
規
請
願
も
五
件
が
上
程
さ
れ
、
う
ち
ブ
ル
の
都
合
上
早
急
に
工
事

を
必
要
と
す
る
越
ケ
沢
峠
部
落
か
ら
節
黒
城
観
光
道
路
に
通
ず
る
町
道
改
修
請
願

は
本
会
議
に
お
い
て
採
択
、
他
の
四
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付

託
し
て
継
続
審
査
と
さ
れ
た
。

　
ほ
か
に
協
議
会
と
し
て
、
十
月
中
に
行
な
わ
れ
た
各
常
任
委
員
会
の
現
地
視
察

結
果
に
つ
い
て
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
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三
億
を
こ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
決
算
額

　
　
　
施
設
会
計
の
再
建
築

　
　
　
を
検
討

　
総
額
三
億
を
乙
え
る
四
十
年
度
決
算

は
、
例
鉦
よ
り
約
ニ
カ
月
も
早
く
議
会

に
提
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の

審
議
は
昨
伍
と
ほ
ぼ
同
じ
手
順
で
進
め

ら
れ
た
。

　
一
般
会
計
、
国
保
事
業
会
計
、
同
施

設
会
計
（
診
療
所
）
、
農
業
共
済
会
計

の
四
つ
を
合
計
し
た
決
算
の
総
額
は
、

才
入
に
お
い
て
三
億
四
百
二
十
五
万
円

才
出
に
お
い
て
三
億
一
千
五
百
二
十
五

万
円
。
前
年
度
に
対
す
る
延
び
率
は
約

十
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
才
入
才

出
の
差
し
引
き
は
一
千
百
万
円
の
赤
字

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
施
設
会
計
の

累
積
赤
字
が
一
千
七
百
三
十
五
万
円
と

な
っ
た
こ
と
が
最
大
の
原
因
で
、
さ
ら

に
国
保
事
業
会
計
も
百
五
十
万
の
繰
り

入
れ
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
収
支
を
償
っ

た
と
い
う
事
情
が
重
っ
た
た
め
で
、
　
一

般
会
計
の
黒
字
三
百
四
十
九
万
円
と
農

業
共
済
会
計
の
黒
字
二
百
八
十
六
方
円

を
差
し
引
き
し
て
も
一
千
万
以
上
の
収

入
不
足
と
い
う
数
字
が
出
た
わ
け
で
あ

る
。

　
診
療
所
の
赤
字
問
題
に
つ
い
て
は
、

昨
年
末
の
懸
案
と
し
て
監
査
委
員
か
ら

も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
回
も
決
算
認

定
上
の
焦
点
と
し
て
論
議
が
行
な
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
根
本
的
に
は
国
の
施
策
に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
民
間
の
学
識
経

験
者
を
含
む
一
種
の
特
別
委
員
会
を
設

け
て
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い

と
い
う
当
局
の
言
明
が
あ
り
、
さ
ら
に

才
入
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桐
山
部
落
を
松
代
町
へ
合
併

　
　
　
　
　
　
十
四
日
に
両
町
で
臨
時
議
会

　
桐
山
部
落
を
川
西
町
か
ら
分
町
し
て

松
代
町
へ
合
併
す
る
乙
と
に
つ
い
て
は

昨
年
来
両
町
で
話
し
合
い
を
進
め
、
す

で
に
合
意
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
ど

事
務
的
の
準
備
も
完
了
し
た
の
で
、
き

た
る
十
一
月
十
四
日
に
両
町
で
臨
時
議

会
を
招
集
し
て
地
方
自
治
法
第
七
条
の

規
定
に
よ
る
「
町
の
境
界
変
更
」
の
議

決
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
議

決
を
行
な
っ
た
の
ち
、
両
町
で
所
定
の

書
類
を
県
知
事
に
提
出
し
、
十
二
月
県

会
で
議
決
の
上
来
年
の
四
月
一
日
に
松

代
町
に
合
併
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
十
四
日
に
提
出
さ
れ
る
案
件

は
次
の
と
お
り
。

一
、
　
町
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

多
～
ノ
｛
）
ー
多
多

納
税
者
の
声
を
聞

く
旬
間
行
事
予
定

　
　
　
（
f。

日
～
⑲
日
）

工
　
投
書
箱
の
設
置

　
　
十
日
町
税
務
署
玄
関
脇

且
　
納
税
者
の
声
を
聞
く
会

　
　
刀
月
μ
日
（
金
）
1
時
30
分
か
ら

　
4
時
ま
で
於
坦
西
町
商
工
会

ユ
　
納
税
表
彰
式

　
　
π
月
畑
日
（
金
）
於
県
信
用
組
合

　
十
日
町
支
店
ホ
ー
ル

4
　
書
面
に
よ
る
世
論
調
査

　
　
約
百
名
程
度
の
納
税
者
を
選
定
し

　
て
郵
便
に
よ
り
実
施

5
　
署
長
あ
て
の
手
紙

　
　
「
税
務
署
長
に
も
の
申
す
」
式
の

　
手
紙
の
募
集
を
行
な
う

6
　
図
表
等
の
展
示

二
、
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　
増
加
に
つ
い
て

三
、
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
千
手
）
更

　
新
に
関
す
る
請
願

小
・
中
学
生
の

防
犯
標
語
を
募
集

一
、
　
趣
旨
及
ぴ
内
容

　
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
こ
と
は
今

日
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
非
行
を
予
防

　
　
　
ノ

し
、
非
行
に
お
ち
い
っ
た
青
少
伍
が
、

立
ち
直
る
よ
う
温
い
手
を
さ
し
の
べ
る

こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
青

少
年
自
身
の
自
覚
を
た
か
め
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
最
も

の
ぞ
ま
れ
る
。

　
こ
れ
ら
青
少
年
の
非
行
防
止
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
た
標
語
を

募
集
す
る
．

二
、
主
　
催

　
　
川
西
町
分
区
保
護
司
会

　
　
川
西
町
防
犯
組
合

　
　
川
西
町
青
少
年
問
題
協
議
会

三
、
　
応
募
資
格

　
　
川
西
町
小
中
学
校
生
徒

四
、
方
法
一
人
が
三
点
ま
で
と
し

小
中
学
生
は
ク
ラ
ス
で
ま
と
め
、
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
を
記
入
す
る
。

五
、
あ
て
先

　
　
川
西
町
役
場
社
会
係

六
、
〆
　
切

　
　
十
一
月
二
十
五
日
必
着
の
乙
と
。

七
、
発
表

　
中
学
生
、
小
学
生
に
分
け
て
審
査
し

秀
作
あ
わ
せ
て
＋
点
、
佳
作
二
十
点
に

対
し
賞
品
を
贈
る
。

広
報
か
わ
に
し
十
二
月
号
に
発
表
の
予

定
。本

年
度
健
康
優
良
児

一
十
二
名
を
表
彰

　
本
年
度
川
西
町
健
康
優
良
児
と
し
て

昨
年
四
月
か
ら
本
年
三
月
ま
で
の
間
に

出
生
し
、
現
在
町
に
在
住
す
る
百
六
十

名
の
内
か
ら
選
は
れ
た
二
十
二
名
は
十

月
二
十
五
日
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
新
潟
県
知
事
代
理
臨
席
の
上
、
町

長
か
ら
表
彰
状
並
ぴ
に
記
念
品
が
贈
ら

れ
表
彰
さ
れ
た
。

健康優良児名簿

　　　　　川西町
　昭和41年度
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学
校
を
統
合
し
ょ
う

　
十
月
の
な
か
ば
、
町
の
教
育
委
員
に

随
行
し
て
南
魚
の
湯
沢
中
学
校
を
視
察

し
た
。
湯
沢
中
は
、
町
の
中
心
部
か
ら

約
ニ
キ
ロ
も
離
れ
た
、
神
立
地
内
の
静

か
な
段
丘
に
あ
っ
た
。
高
等
学
校
も
顔

負
け
の
、
川
西
中
学
校
を
一
ま
わ
り
大

き
く
し
た
よ
う
な
鉄
筋
校
舎
、
超
デ
ラ

ッ
ク
ス
な
屋
内
体
育
舘
、
自
校
の
ほ
か

町
内
全
小
学
校
の
完
全
給
食
を
受
け
持

つ
と
い
う
調
理
室
、
遠
い
生
徒
を
冬
の

間
収
容
す
る
寄
宿
舎
、
日
本
陸
連
公
認

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
す
べ
て
の
面
に

こ
ま
か
い
配
慮
が
払
わ
れ
て
お
り
、
六

百
名
を
越
え
る
生
徒
が
、
父
兄
の
期
待

に
答
え
る
か
の
よ
う
に
学
ん
で
い
た
。

　
湯
沢
町
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
あ

っ
た
中
学
校
を
統
合
し
、
こ
と
し
の
四

月
か
ら
一
町
一
校
の
湯
沢
中
と
し
て
発

足
し
た
。
山
ま
た
山
の
へ
き
地
が
多
い

の
に
分
校
は
．
一
つ
も
な
い
。
湯
沢
へ
出

る
よ
り
は
、
群
馬
県
の
中
学
へ
行
く
ほ

う
が
近
い
と
い
う
浅
貝
の
生
徒
も
、
往

復
五
十
キ
ロ
の
道
を
い
と
わ
ず
に
通
学

し
て
い
る
。
越
後
交
通
と
話
し
あ
い
、

バ
ス
の
運
行
時
間
を
学
校
の
始
終
業
に

合
わ
せ
て
も
ら
っ
た
そ
う
だ
。
学
校
か

ら
半
経
四
キ
ロ
以
内
に

離
簾
此
超
雛
騒
魎
璽
謝
漁
鞭
、
繹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
一
鼎
騎
鼎
酷
“
艦

練
の
た
め
に
、
自
転
車
　
、
　
　
　
　
、
、

通
学
を
い
っ
さ
い
認
め
て
い
な
い
。

　
山
奥
の
子
ど
も
に
劣
等
感
は
な
い
か

生
徒
の
間
に
地
域
差
は
な
い
か
、
と
聞

い
た
ら
、
そ
の
心
配
は
全
然
な
い
と
い

う
答
え
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
学
校
給

食
だ
と
の
こ
と
、
町
場
の
大
き
な
温
泉

，
旅
舘
の
ア
ン
ニ
ヤ
や
ネ
ン
ネ
も
、
さ
い

果
て
の
農
家
の
ム
ス
コ
や
ム
ス
メ
も
、

み
ん
な
が
同
じ
い
給
食
を
受
け
て
い
る

か
ら
だ
と
い
う
乙
と
で
あ
っ
た
。
生
徒

の
学
力
や
平
均
体
位
が
、
他
校
に
比
べ

て
は
る
か
に
高
い
の
は
、
す
ぐ
れ
た
教

育
環
境
や
教
材
教
具
、
徒
歩
通
学
や
完

全
給
食
の
お
か
げ
だ
と
聞
い
た
。

　
川
西
町
の
現
状
に
目
を
向
け
て
み
よ

う
。
ジ
リ
貧
の
財
政
に
カ
ー
テ
ン
を
引

盤
　
　
　
昭

　
　
コ
ヌ
　
　
コ
コ

　
　
　
，
　
バ
ラ
に
活
躍
し
て
、
さ

　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
』
さ
や
か
な
給
食
施
設
に

酷
躍
　
　
膿

－
　
　
　
　
あ
ま
ん
じ
て
い
る
。
児

童
や
生
徒
の
減
少
を
無
視
し
て
、
オ
ラ

ほ
・
っ
の
学
校
の
維
持
管
理
に
し
が
み
つ

い
て
い
る
。
こ
れ
で
い
い
の
か
。
ほ
ん

と
う
に
わ
が
子
が
か
わ
い
い
な
ら
、
町

の
将
来
を
本
気
で
考
え
る
な
ら
、

し
い
多
難
な
、
学
校
統
合
と
ま
と
も
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
る
と
思
う
の
だ
が
ど
う
か
。

　
仙
田
線
の
国
道
が
大
改
修
さ
れ
る
。

五
任
以
内
に
完
全
舗
装
さ
れ
て
、
，
無
雪

道
路
が
確
保
さ
れ
る
そ
う
だ
。
前
途
に

明
る
い
き
ざ
し
が
見
え
る
あ
た
り
、
何

鉦
か
前
の
湯
沢
町
に
似
て
は
い
な
い
か

分
校
は
全
部
廃
止
し
、
中
学
校
は
一
町

一
校
に
、
小
学
校
は
一
町
四
校
に
統
合

で
き
る
。
通
学
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

き
、
校
区
ご
と
に
バ
ラ
使
え
ば
よ
い
。
所
要
の
経
費
は
、
統
廃

合
で
十
分
に
う
く
は
ず
だ
。
ど
の
学
校

を
ど
う
整
理
す
る
か
は
、
賢
明
な
町
民

各
位
の
ご
判
断
に
お
任
せ
す
る
。

　
湯
沢
町
の
視
察
以
後
、
教
育
委
員
の

目
つ
き
が
違
っ
て
き
た
。
ど
こ
か
ら
先

に
手
を
つ
け
る
か
、
や
が
て
統
合
の
火

ぶ
た
は
切
ら
れ
よ
う
。
そ
の
前
に
、
P

き
ぴ
T
A
や
部
落
の
役
員
が
ゼ
ヒ
い
ち
ど
現

　
　
地
を
視
察
し
、
統
合
に
拍
車
を
か
け
て

　
　
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
知
識
を

　
　
町
外
に
求
め
、
学
校
統
合
を
は
か
れ
。
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白
倉
錦
鯉
品
評
会

タ
多
多
う
多
多
ξ
タ
多
多
多
妻
多
タ
多
多
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
叢

ビ
タ
ミ
ン
A
と
D
の
話

　
冬
が
近
づ
く
に
し
た
が
い
、
太
陽
に

当
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
い
ま
の
う
ち
に
太
陽
に
当
り
、
食

物
も
緑
や
黄
の
色
の
濃
い
野
菜
を
多
く

と
っ
て
冬
に
備
え
た
い
も
の
で
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
A
は
色
の
濃
い
野
菜
に
カ

ロ
チ
ン
と
い
う
な
ま
え
で
た
く
さ
ん
含

ま
れ
て
お
り
、
動
物
性
で
も
ウ
ナ
ギ
、

サ
ン
マ
、
バ
タ
i
、
ヤ
ー
ガ
リ
ン
、
肝

油
、
た
ま
ご
な
ど
に
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
動
物
性
一
〇
〇
に
対
し
植
物

性
二
〇
〇
＜
ら
い
で
同
じ
働
き
を
し
て

熱
に
は
強
い
が
、
紫
外
線
や
酸
に
は
弱

＜
、
緑
色
の
野
菜
が
、
と
っ
て
か
ら
日

に
当
て
た
ま
ま
長
く
お
く
と
黄
変
し
、

酢
に
つ
け
る
と
脱
色
す
る
の
は
ご
存
じ

の
と
お
り
で
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
A
が
不
足
す
る
と
、
代
表

的
な
も
の
に
と
り
目
が
あ
げ
ら
れ
、
皮

ふ
の
乾
燥
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が

な
く
な
り
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
D
は
バ
タ
ー
、
た
ま
ご
、

肝
油
、
モ
椎
茸
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る

ほ
か
、
わ
た
し
た
ち
の
皮
下
脂
肪
の
中

で
、
直
接
皮
ふ
が
紫
外
線
に
当
る
こ
と

に
よ
っ
て
ビ
タ
ミ
ン
D
に
か
わ
る
プ
ロ

ビ
タ
ミ
ン
D
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す

　
駄
一
一
＝
7
呂
一
一
冨
－
島
＝
＝
．
畠
＝
＝
U
．
昌
＝
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一
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＝
響
．
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＝
＝
冒
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＝
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＝
冒
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一
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響
■
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＝
冒
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㎜
促
催
娩
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よ
り
㎜
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一
一
一
＝
7
一
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一
一
一
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o
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7
一
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＝
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畠
卿
一
一
一
一
■
一
一
剛
一
7
．
畠
一
一
＝
畦
『

　
日
ご
ろ
乳
幼
児
に
日
光
浴
を
す
す
め

る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
り
、
皮
ふ
を
刺

激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
ら
だ
の
抵
抗

力
が
つ
き
、
か
ぜ
も
ひ
か
な
く
な
る
の

で
す
。
乙
れ
の
不
足
に
よ
っ
て
ク
ル
病

骨
軟
化
や
む
し
歯
に
も
な
り
易
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
ふ
た
つ
の
ビ
タ
ミ
ン
は
脂
溶
性

ビ
タ
ミ
ン
と
い
っ
て
、
油
と
い
っ
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
自
・

　
秋
晴
れ
に
め
ぐ
ま
れ
た
十
一
月
四
日

白
倉
錦
鯉
品
評
会
が
開
か
れ
た
。

　
中
越
農
業
事
務
所
長
、
十
日
町
普
及

所
長
、
町
か
ら
町
長
は
じ
め
産
業
課
長

小
千
谷
錦
鯉
業
者
多
数
参
集
の
も
の
に

村
を
あ
げ
て
日
ご
ろ
愛
育
の
錦
鯉
の
美

し
さ
を
競
い
あ
っ
た
。
　
（
写
真
）

昭
和
三
十
八
任
か
ら
始
ま
っ
た
白
倉
の

養
鯉
は
、
豊
か
な
水
と
土
質
、
と
く
に

水
質
の
良
さ
に
め
ぐ
ま
れ
本
任
度
は
約

六
百
五
＋
万
円
か
ら
の
収
穫
が
見
込
ま

れ
、
来
鉦
度
は
そ
の
目
標
を
二
千
万
円

と
し
、
着
々
と
そ
の
成
果
を
上
け
つ
つ

将
来
、
は
米
を
う
わ
ま
わ
る
大
き
な
農
業

収
入
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

に
料
理
す
れ
ば
吸
収
が
よ
く
な
り
、
油

を
使
わ
な
い
時
の
三
倍
く
ら
い
は
有
効

に
働
き
ま
す
．

　
ま
た
水
溶
性
と
異
り
、
＋
分
に
と
っ
－

て
お
く
と
肝
臓
中
に
た
く
わ
え
て
お
く

乙
と
が
で
き
ま
す
。

　
い
ま
は
秋
野
菜
が
十
分
に
あ
り
、
暖

か
い
日
に
は
日
光
浴
も
で
き
ま
す
か
ら

残
り
す
く
な
い
秋
の
日
に
太
陽
に
当
り

緑
黄
野
菜
も
十
分
に
と
っ
て
、
冬
に
そ

な
え
て
不
足
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
A
・
D

を
た
く
わ
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
日
常
生
活
に
生
か

し
、
栄
養
剤
に
頼
る
こ
と
は
最
後
の
手

段
に
す
る
よ
》
っ
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

響
今
月
の
相
談
日

　
千
手
　
　
十
一
日
　
二
十
五
日

　
上
野
　
　
　
四
日
　
二
十
四
日

橘
　
　
　
一
日
　
＋
四
日

　
仙
田
　
　
　
七
日
　
二
十
二
日

三
色
物
が
評
判

　
当
地
は
水
と
土
の
関
係
か
ら
、
紅
白

三
色
物
の
鯉
が
特
に
美
し
く
で
き
、
そ

の
あ
ざ
や
か
な
紅
は
他
に
類
が
な
く
白

倉
の
特
産
と
し
て
今
後
そ
の
発
展
が
お

お
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
近
鉦
の
錦
鯉
ブ
ー
ム
、
釣
堀
ブ
ー
ム

で
売
、
れ
ゆ
き
、
価
格
も
高
＜
、
特
に
良

い
も
の
は
鑑
賞
用
に
万
金
を
も
っ
て
売

ら
れ
小
さ
い
の
は
釣
堀
用
と
し
て
都
会

地
へ
ど
ん
ど
ん
さ
ば
か
れ
る
。

　
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
各
地
で
盛
ん
に
研

究
増
産
が
な
さ
れ
て
い
る
折
柄
、
今
後

他
に
敗
け
な
い
だ
け
の
努
力
も
必
要
と

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

【
安
全
メ
モ
】

歩
行
者
の
心
得

　
歩
道
の
な
い
道
路
で
は
、
か
な
ら
ず

道
路
の
右
端
を
歩
き
ま
し
ょ
・
っ
。
身
体

障
害
者
用
の
車
い
す
、
う
ば
車
、
小
児

用
自
転
車
な
ど
も
、
歩
行
者
と
同
じ
で

す
。
数
人
が
い
っ
し
ょ
に
歩
く
と
き
も

横
に
並
ん
で
歩
く
の
は
や
め
ま
し
よ
湯
ノ

　
学
生
や
生
徒
の
行
列
な
ど
は
、
車
道

の
右
端
も
通
れ
ま
す
。
百
人
以
上
の
示

威
行
進
な
ど
は
、
か
な
ら
ず
車
道
の
右

端
（
と
く
に
警
察
官
が
指
示
し
た
と
こ

ろ
で
は
左
端
〉
を
通
り
ま
し
よ
う
。

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
ー
御
す
こ
や
か
に

阿阿八清高
部音巳子水橋

泉謙敦和
美一子伸誠

秦
野
由
美
子

滋
野
悟
史

田
中
且
子

一
晃
長
男
坪
山

角
二
長
男
神
社
町

繁
長
女
発
電
所
通

謙
吉
長
男

巌
長
女

藤
一
二
女

一
男
一
勇

英
雄
長
女

仁仁仁中田
　　　島
田田田町中

中
條
　
　
恵
　
勝
　
二
女
　
岩
　
瀬

、
押
木
　
　
隆
　
富
男
二
男
　
田
　
戸

中
條
　
一
美
與
作
長
男
　
大
　
倉

昇
天
－
御
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
市
太
郎
　
高
　
倉
　
八
二

茂
野
　
間
治
　
　
藤
　
沢
　
七
〇

た
か
さ
ご
1
御
円
満
に

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

宮滋小数
本野林藤

昌美昌信
子陽枝孝

東野茨沖
立城

か
ら

口京
か
ら

十
一
月
十
一
日
か
ら

お
年
玉
つ
き

年
賀
は
が
き
を
発
売

　
昭
和
四
十
二
年
の
新
年
用
お
任
玉
つ

き
年
賀
は
が
き
は
、
十
一
月
十
一
日
か

ら
全
国
い
っ
せ
い
に
売
り
出
さ
れ
ま
す

　
売
り
出
し
枚
数
は
、
昨
年
よ
り
九
千

万
枚
多
い
十
三
億
枚
。
寄
附
金
つ
き
の

八
円
は
が
き
は
六
億
五
千
万
枚
。
寄
附

金
な
し
の
七
円
は
が
き
は
同
じ
く
六
億

五
千
万
枚
で
す
．

　
年
賀
は
が
き
の
寄
附
金
は
①
社
会
福

施
事
業
団
②
風
水
害
、
震
災
な
ど
非
常

災
害
に
よ
る
被
災
者
の
救
助
に
あ
た
る

団
体
③
ガ
ン
、
結
核
、
小
児
マ
ヒ
な
ど

の
研
究
、
治
療
を
行
な
う
団
体
④
原
爆

被
災
者
の
治
療
援
助
を
行
な
う
団
体
ー

　
　
タ
バ

　
出
稼
ぎ
や
旅
行
な
ど
の
場
合
は
、
ぜ

ひ
私
た
ち
の
町
か
ら
、
タ
バ
コ
を
買
っ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
町
の
タ
バ
コ
屋
さ
ん
か
ら

買
う
乙
と
に
よ
っ
て
、
二
十
本
入
の
タ

コ
は
地
元
で
買　
　
い
ま
し
ょ
う

バ
コ
一
個
に
っ
き

　
　
町
　
へ
　
八
円
八
＋
銭

　
　
新
潟
県
へ
　
　
五
円
二
十
八
銭

の
タ
バ
コ
消
費
税
が
は
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

に
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
任
賀
特
別
郵
便
の
取
り
扱
い
は
、
十

二
月
十
五
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
い

ま
か
ら
、
あ
て
先
を
調
べ
て
お
く
な
ど

差
し
出
し
の
準
備
を
し
て
、
早
目
に
出

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

省
レ
～

　
　
俳
喧

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
　
凡
石

〇
一
社
五
戸
点
々
と
柿
紅
葉
か
な

○
深
露
に
切
れ
な
ん
と
し
て
蜘
蛛
の
糸

○
夕
時
雨
刈
田
を
家
鴨
帰
り
来
る

　
秋
の
寂
日
々
に
深
ま
り
雨
つ
づ
く

　
　
　
　
　
大
倉
金
子
　
洋
石

　
は
や
灯
す
家
の
低
き
へ
柿
赤
く

　
朝
寒
や
壁
に
動
か
ぬ
虫
一
つ

　
　
　
　
　
大
倉
中
條
ク
ミ
子

　
連
休
の
稲
を
刈
り
を
り
惜
し
み
な
く

　
刈
り
終
え
し
落
穂
拾
う
も
イ
モ
チ
稲

　
　
　
　
　
寺
尾
高
橋
章
子

　
か
が
や
け
る
夕
日
の
中
の
稲
掛
け
る

　
干
籾
の
中
の
落
葉
の
二
三
枚

　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
　
渓
舟

　
野
路
行
け
ば
草
弓
な
り
に
露
深
き




